
2024 年度大学間交流協定に基づく交換留学派遣に関する FAQ  

 

Q.希望留学先の条件（GPA や語学スコア）を満たしていない（期限までに提出できない）

のですが、学内申請は可能ですか？ 

A. まず国際教育センターへご相談ください。申請自体は可能ですが、選考時に満たしてい

ないまま学内選考にて採用となった場合は、「条件付き採用」となります。派遣先大学の定

める期日までに語学試験結果の写しが提出できない場合は採用取り消しとなりますのでご

注意ください。また、選考基準に「②派遣先大学にて講義、演習及び研究指導を受けるのに

必要な語学力を有していること」とあります。可能な限り希望留学先の条件を満たせるよう、

事前にご準備ください。 

 

Q.募集要項に「まずは国際教育センターの個別留学相談に申し込みをして、派遣先大学や留

学計画について相談してください」と記載がありますが、国際教育センターの個別留学相談

を以前に受けたことがあります。申請にあたり、再度個別留学相談に申し込む必要がありま

すか。 

A.派遣先大学の状況などについて変更がある可能性がありますので、申請前に改めて個別留

学相談を受けてください。 

 

Q.ゼミや研究室に所属していないため、指導教員がいません。評価調書をどなたに依頼すれ

ば良いでしょうか？ 

A.ご自身が受講している（又は受講した）授業の担当教員の中から選んで依頼してください。 

 

Q.大学院からお茶大に入学しました。前大学における学部学生時代の成績証明書も提出す

る必要があるのでしょうか？ 

A.はい、提出してください。大学学部以上の成績として参考になる書類を全て提出してくだ

さい。3 年次編入などのケースも同様です。 

 

Q.なぜ、申請書で「心身の既往症の有無」を記載する必要があるのですか。 

A. この項目は、派遣希望学生の健康状態や留学に向けた準備状況等を確認し、また必要に

応じて派遣先大学へのサポートを依頼するなど、派遣希望学生のバックアップ体制構築の

ために設けています。本項目への記載の有無が、選考の合否に直結することはありません。

なお、記載頂いた情報は、個人情報として厳重に管理するとともに、目的外の使用はいたし

ません。 

 

  



Q.評価調書の「1.外国語能力」の欄について、派遣先の生活言語と派遣大学での授業言語が

異なる場合、授業を受ける際の言語能力が評価対象となるのでしょうか？または両方を加

味して評価されるのでしょうか？ 

A.評価調書には、留学先の大学にて授業を受ける際の言語について評価してもらうようお伝

えください。（例：タイの大学に留学して英語で授業を受ける場合は、タイ語ではなく英語

能力について評価してもらう。） 

 

Q.留学中に学部を卒業し大学院へ進学する予定ですが、奨学金は受給できますか。 

A.奨学金によっては応募資格がありません。 

受給不可な奨学金の例…JASSO 海外留学支援制度（協定派遣）、業務スーパージャパンドリ

ーム財団奨学金 

民間奨学金等への応募を検討している場合は、応募資格があるかどうか、自身で各募集団体

へ確認してください。 

 

Q.面接は対面で実施されますか。オンラインで実施されますか。 

A.現時点では未定です。第 2 次選考（面接選考）の詳細については第１次選考（書類選考）

後にお知らせいたします。 


